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当所６号機において引き抜けなかった制御棒２本（11 月 23 日、11 月 25 日お

知らせ済み）については、本日午後３時までに、今回の事象を踏まえて定めた

手順＊により、通常の引き抜き操作（電動）を行った後、スクラム時と同様の水

圧をかけて全挿入を行い、再度、通常の引き抜き操作を実施したことにより引

き抜くことができました。 

燃料の取り出し作業および当該制御棒２本以外の制御棒引き抜き作業は、11

月 26 日午前中に終了しております。 

 

今後、当該制御棒２本が引き抜けなかった原因について調査します。 

 

なお、当所７号機においても同様の事象が発生しておりますが、同様の手順

で引き抜き操作を実施しており、その後の調査の結果、原因については、一時

的に制御棒駆動機構内の摩擦抵抗が増大したことにより発生した一過性のもの

と推定しています（平成 19 年 11 月 22 日お知らせ済み）。 
 

以 上 

 

 

＊：今回の事象を踏まえて定めた手順 

当該制御棒は、通常の引き抜き・挿入操作は「電動」により行い、緊急挿入（ス

クラム動作）は「水圧」により行う仕組みとなっているが、制御棒を駆動させる機

械の構造上想定される不具合について、あらかじめ復旧するための手順を定めてい

る。 
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